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第１２回 議会経費削減に関する検討プロジェクト会議  

 

日時：平成３０年１２月２０日（木）１５時５０分～１６時 

場所：議事堂６階 ６０１特別委員会室 

出席者：議会経費削減に関する検討プロジェクト会議委員（１０名） 

資料：議会経費削減に関する検討プロジェクト会議事項書 

   資料１議員報酬、政務活動費等についての改正案（正副座長案） 

資料２政務活動費ガイドライン（平成 25年 3月版）等 

参考資料議会経費削減に関する検討プロジェクト会議の概要 

 

＜概要＞ 

委員：ただいまから、第１２回「議会経費削減に関する検討プロジェクト会議」を

開催する。 

 本日は、前回、改めてお示した「議員報酬、政務活動費等についての改正案」の

正副座長案について、会派でご検討いただいた結果を踏まえて、議論を進めたい。 

 はじめに、前回の会議で、現在ガイドラインに「自発的な運用基準の厳正化」と

して定めている「事務所費、事務費、人件費の支出上限設定」の見直しについてご

意見があったが、議論の参考として資料を用意したので、事務局より説明させる。 

事務局：資料２の２ページ、ガイドラインの（７）「自発的な運用基準の厳正化」

の②のところに、事務所費、事務費、人件費の支出については、条例別表において

認められているが、これらの経費は、本来の政務活動を補完するために必要な経費

であることから、支出上限額を設定している。 

 本来、個別に上限額を定めるべきところだが、当面の間、この３つの経費による

支出の合計額が、交付額の２分の１を越えて支出することはできないものとしてい

る。 

委員：事務局から説明について、いかがか。 

委員：②の※のところに、合計額が会派又は議員への年間交付決定額の２分の１と

書いてあるが、これは、会派分と議員分を含めてということか。 

事務局：会派分は会派へ交付した額の交付額の２分の１以内となる。会派分は、事

務所費はないので、事務費、人件費の合計額が２分の１以内である。議員分につい

ては、事務所費、事務費、人件費が２分の１以内ということである。 

委員：他の委員から意見がないようなので、おそらく２分の１を撤廃するというこ

とに反対なのだろうと思う。できれば撤廃してほしいが、議員分の政務活動費が削

減されていないので、このままでもやむを得ないと思う。 

委員：よろしいか。それでは、本題の資料 1 をご覧いただきたい。前回のご意見を

いただいて、政務活動費の会派分のところを 30％減とさせていただいた上で、各会
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派でご検討いただいた結果をお伺いしたい。はじめに、新政みえ、お願いする。 

委員：この正副座長案に賛成させていただく。 

委員：自由民主党県議団、お願いする。 

委員：正副座長案に賛成である。 

委員：公明党、お願いする。 

委員：正副座長案に賛成である。 

委員：日本共産党、お願いする。 

委員：正副座長案に賛成である。 

委員：草の根運動いが、お願いする。 

委員：正副座長案に賛成する。 

委員：各出席会派から賛同いただいた。私から、プロジェクト会議に参加していな

いその他５会派の意見を紹介させていただく。自民党は、正副座長案に異議なし。

能動は、正副座長案に異議なし。青峰は、正副座長案に異議なし。鷹山は、改正案

としては了承するが、この案を実施するかどうかは、改選後の議員で議論して決定

すべきであるということである。大志は、本来ならば政務活動費は減額せず、議員

報酬だけの減額とすべきであるが、今回の正副座長案もやむを得ないということで

ある。 

それでは、全会派の意見が出たが、それを踏まえて委員間討議をお願いしたい。 

委員：鷹山から、改選後の新しい議員で議論すべきではないかという意見があった

が、そこで議論を始めるとおそらく、すぐには決まらず、改選後直ちにこの正副座

長案で実施することは不可能になると思う。新しく立候補される方も含めて、今度

の改選後は、このような処遇で報酬はこうである、ということをお示しした上で、

立候補していただく方が、より合理的かと思う。今の議会で決めた方がよいと思う。 

委員：ほか、ご意見いかがか。 

（「なし」の声あり） 

それでは、この正副座長案をプロジェクト会議による改正案として、よろしいか。 

（「はい」の声あり） 

それでは、今回の決定を踏まえ、当プロジェクト会議の全体の報告書案を作成し、

次回の会議でお示しさせていただきたい。 

 次回の日程は、１月１７日(木)に第１３回を開催したい。また、仮置きで２月１

４日(木)に第１４回の会議を開催したい。これら日程について、よろしいか。 

（「異議なし」の声あり） 

それでは、そのようにさせていただく。参考資料として、今までのプロジェクト

会議の経過を配付したので参考としてほしい。協議いただく事項は以上だが、他は。  

（「なし」の声あり） 

なければ、第１２回プロジェクト会議を終了する。 


